























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 3. 日本は総務省「労働力調査（基本集計）」（平成 24年）、その他の国は ILO“LABORSTA”より作成。 















































































































































































備考： 1. UNESCO Institute for Statisticsウェブサイトより作成。




























































































































































備考： 1. OECD “Education at a Grance 2009”より作成。
 2. 25～ 64歳の高等教育（Tertiary Education）を受けた女性についての人口に占める就業者の比率。
出典：平成 22年度版 男女共同参画白書より作成
































2008 年度（平成 20 年度）


















































































































































































国立大学で初めてです。また、サマープログラムを行ったり、留学の協定を拡大したりしてき した。サマープログラム は毎年十数ヶ国の国々から大学生が来学してキャンパスが国際化し す。
本学の国際交流の
歴史は古く、今から百年以上も前、一九〇三



































































































の社会で育っ 人々が新たに た大学で学ぶ という知と人材の循環 要を果たすことが大学 重要な役割だと思いま 。（５）大学の教育と研究の理念これらの基盤となっている教育と研究の理念は次のように考え
ています。
教
育
の
理
念
は「
知
識
」
と「
見
識
」
と「
寛
容
」
で
す。
「
知
識
」
は
大
学
と
し
て
必
須
の
こ
と
で
す。
「
見
識
」
は
適
切
な
判
断
が
で
き
る
こ
と
を意味しています。適切な判断ができるだけの知識を整え備える伊藤
―
　
羽入先生、ありがとうございました。
それでは次のパネリスト、鎌倉女子大学 長の福井一光先生か
下田歌子研究所開所記念シンポジウム「下田歌子と現代女子教育」37
伊藤
―
　
羽入先生、ありがとうございました。
それでは次のパネリスト、鎌倉女子大学学長の福井一光先生か
ら「建学の精神と新しい女子大学の可能性」というテーマでお話をいただきます。よろしくお願いいたします。
